
　ワラやカヤを集めて、正月の松飾りや古いお札とともに焚き上
げる小正月の伝統行事「さいず焼き」。
　あけぼの地区では子ども育成会が主体となり、１月８日に行わ
れ、大きな火に子どもたちからは歓声があがりました。
　無病息災などを願うさいず焼き。今年こそは新型コロナウイル
ス感染症が終息することを願います。

広報
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新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
「
白

い
森
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
塾
」

に
は
、
今
年
度
３
人
が
参
加
し
、
専

門
家
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

事
業
化
支
援
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

小
国
町
農
業
振
興

公
社
で
は
、
自
社
の

主
力
商
品
で
あ
る
お

餅
を
若
い
人
に
も
手

軽
に
食
べ
て
も
ら
お

う
と
、
新
商
品
「
キ

ャ
ン
プ
も
ち
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
に
着
目

し
、
見
た
目
も
か

わ
い
く
、
荷
物
の

中
に
簡
単
に
入
れ

ら
れ
て
、
小
腹
が

空
い
た
と
き
に

さ
っ
と
食
べ
ら

れ
る
よ
う
、
薄
切
り
の
お
餅
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
外
で
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
務
経
験
を

活
か
し
、
小
国
の
大
自
然
の

中
で
癒
し
の
時
間
を
作
り
た
い
と
参

加
い
た
だ
い
た
、
ほ
ぐ
し
や
シ
ェ
リ

ー
さ
ん
は
、
今
月
町
内
に
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
を
開
業
予
定
で

す
。
黒
沢
の
自
宅
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、

お
ぐ
に
癒
し
ス
ポ
ッ

ト
１
０
０
と
銘
打

ち
、
自
然
と
組
み
合

わ
せ
た
出
張
サ
ロ
ン

も
計
画
中
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
マ
ル
チ
ワ

ー
ク
事
業
の
本
格
化

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
Ｔ

ａ
ｂ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ　

Ｈ

ｏ
ｕ
ｓ
ｅ　

Ｏ
ｍ
ｉ

ｙ
ａ
」
の
利
活
用
を

目
指
す
吉
田
悠
斗
さ

ん
は
、
他
事
例
研
究

や
事
業
内
容
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
支
援
を
受
け
、

実
際
の
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
白
い
森
お

ぐ
に
を
舞
台
に
、
様
々
な
活
動
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
皆
さ
ん

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

小国の冬を楽しもう！！“白い森スノーフェスティバル”
　道の駅白い森おぐに・横根スキー場を会場に、冬ならではの楽
しさを満喫できるイベントを開催します。お誘いあわせのうえ、

ぜひご来場ください。

　　◇８：00～　白い森ＣＬＡＳＳＩＣ
　　　ハーフパイプでのスノーボードジャムセッション
　　◇17：00～　白い森未来フェス　
　　　町内の若者たちがつくる雪灯籠の点灯
 　 　一緒に雪灯籠を制作したい人は16：00に集合！！
　　※当日は、道の駅各店舗の営業時間を延長します。

　　◇10：00～　スノーボードキッズスクール
　　　プロスノーボーダーによる指導

■問合先　道の駅四季のイベント実行委員会事務局
　　　　　（産業振興課内☎87-0821）へ          

過去開催された
ハーフパイプイベント

昨年の白い森未来フェス

新しい商品やビ
ジネスが生まれ

る

白い森ローカル
ビジネス創出塾

2/26
㈯

2/27
㈰
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２回目の接種から
原則８カ月以上経過されたかたを対象とした
新型コロナウイルスワクチンの３回目接種が始まります

■対象者　
　コロナワクチンを２回接種した18歳以上のかた（接種費用：無料）
　特に追加接種をおすすめするかた
　・「重症化リスクの高いかた」＝高齢者、基礎疾患を有するかたなど
　・「重症化リスクの高いかたとの接触が多いかた」＝重症化リスクの高いかたの関係者・介助者（介護従事者）など
　・「職業上の理由等によりウイルスにさらされるリスクが高いかた」＝医療従事者等

■接種時期　
　２回目接種から原則８カ月以上経過されたかた
　例）令和３年７月１日に２回目接種されたかた→令和４年３月１日以降
　※医療従事者等、高齢者施設等の従事者・入所者のかたは６カ月経過後から接種可能となります。

■接種会場　健康管理センター

■ワクチン　２月・３月の接種は高齢者のかたの前倒し接種用に配分されるモデルナ社製ワクチンになります。
　ファイザー社製ワクチンは供給が見込まれる４月以降に使用する予定です。

■接種券　２回目接種から８カ月を経過したかたから順次、接種券を発送します。65歳以上で令和３年７月末
までに２回目の接種を済ませたかたに、１月20日以降２月末までの間に順次接種券を発送いたします。

　※勤務先等で２回目接種後８カ月よりも前に接種予定があるかたは、接種券を発行するため、健康福祉課ま
でご連絡ください。

■接種日　１月下旬から高齢者施設での接種を開始します。一般のかたへの集団接種は２月２日㈬から始まり
ます。詳細はお送りする接種券に同封した日程表かホームページをご覧ください。

■予約方法（郵送した接種券が届かないと予約できません。）　
　①小国町コロナワクチン専用予約サイト（接種券に同封する説明書をご覧ください。）
　　 　お送りした「新型コロナワクチン接種の予診票（追加接種用）」をご準備いただき、予約サイトにアクセスし（右下図

の画面になります）、接種券番号（予診票の右側の券番号）を入力後、案内に従い予約するだけです。

　②小国町ワクチンコールセンター（☎0120-567442）ヘ

■�注意事項　ワクチンを２回接種してから小国町に転入されてきたかたの場合、接種券の発行ができませんの
で、接種記録を確認できるもの（接種済証など）を持参の上、健康福祉課までお申し出ください。

■問合先　健康福祉課地域保健担当（☎61-1000）へ

　　　　　　　 予約開始 接種日

高齢者施設 － １／下旬

２回目接種から
８カ月以上経過したかた

接種券
到着後

２／２㈬から

※予約期間・方法は接種券に同封した案内をご覧ください

接種スケジュ
ール

スマートフォンの予約画面

感染拡大防止と重症化予防のため、
３回目（追加接種）を実施します。
対象者には順次接種券を送付します。

＋

すぐに肩を出せる服
（半袖等）

羽織るもの
防寒着

＋

スムーズな接種のため、すぐに肩を出せる服装の上に、

羽織るものを着用のうえ、お越しください。

ワクチン接種時の服装のお願いワクチン接種時の服装のお願い
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おぐにを愛し　おぐにを愛し　
かがやく未来に羽ばたくひとへかがやく未来に羽ばたくひとへ
～ICT活用授業と地域留学～～ICT活用授業と地域留学～

　本町では、全ての小中学校が平成13年度に文科省の「小中校一貫教育実践
研究開発学校」に指定されて以降、平成23年度には特設教科「国際・情報」
を設定するなど様々な教育を展開してきました。令和元年度からは「保小中
高一貫教育」を開始し「地域とともにある学校づくり」を実践、郷土を愛し
国際的な視野を持った、将来の小国町を担う人材を育成するとともに、世界
を舞台に輝く未来を創る人間力を育成することを目指し、「町民総がかりの
教育」に取り組んでいます。
　今月は、この中で今年度本格的に動き出した、小中学生１人１台端末での
ＩＣＴ活用授業と小国高校が進めている地域留学が生む効果について紹介し
ます。

　

「
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一

人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
子

供
た
ち
一
人
一
人
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
習
が
提
供
さ

れ
る
環
境
」
を
構
築
す
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ

り
令
和
２
年
度
、
本
町
の
小
学

校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
中
学
校

で
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
１

人
１
台
に
行
き
渡
る
よ
う
整

備
し
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の

中
に
は
、
文
字
を
書
く
こ
と

や
人
前
で
発
表
す
る
こ
と
等

が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
児
童
・
生
徒
に
対

応
し
た
授
業
が
展
開
で
き
る

の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
で
す
。
１
人
１
台
の
端

末
を
持
つ
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
、
小
国
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担

当
教
諭
の
今
琢
生
先
生
は
「
現

在
は
多
く
の
授
業
で
端
末
を

活
用
し
た
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
授
業

の
回
答
を
挙
手
で
得
る
こ
と

１
人
１
台
の
端
末

4
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が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
挙
手

の
場
合
、
授
業
の
時
間
の
関
係

で
指
名
す
る
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
し
た
。
端
末
を
利
用

す
る
こ
と
で
全
て
の
生
徒
の

答
え
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
埋
も
れ
が
ち
だ
っ

た
生
徒
の
答
え
も
ク
ラ
ス
全

員
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
大
き
な
違
い
で

す
。
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
端
末
の
使
用
ル

ー
ル
に
つ
い
て
「
た
し
か
に
使

用
方
法
は
今
後
も
大
き
な
課

題
で
す
が
、
あ
く
ま
で
端
末
は

他
の
教
材
と
同
じ
、
こ
れ
か
ら

生
徒
自
身
が
、
賢
く
な
っ
て

い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
（
手
段
）

で
す
。
そ
の
使
い
方
を
勉
強
し

て
使
え
る
幅
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
端
末
は
、
様
々
な
閲
覧
制

限
や
使
用
制
限
を
か
け
、
危
険

に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
た
設
定
に
し
て
あ
り
ま
す
。

今
後
、
生
徒
各
自
が
自
分
で
判

断
し
上
手
に
使
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
最
終
的
に
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
今
後

の
生
徒
た
ち
の
成
長
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
ア

メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ベ

ニ
ス
高
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
は
「
日
本
語
で
話
す
と
き

も
、
相
手
が
知
っ
て
い
る
日

本
語
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
国
際
・
情
報
」
で

育
ん
で
き
た
知
識
を
活
用
し
、

緊
張
し
な
が
ら
も
日
本
の
こ
と

を
伝
え
、
そ
し
て
相
手
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ブ
ラ

イ
ア
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

教
え
て
く
れ
た
相
手
と
仲
良

く
な
る
魔
法
の
言
葉
「
Ｈ
ｏ
ｗ 

ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ 

ｙ
ｏ
ｕ
（
あ
な

た
は
ど
う
で
す
か
）」
を
使
い

こ
な
す
子
ど
も
た
ち
は
頼
も
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
小
国
高

校
の
魅
力
あ
る
学
習
を
小
中

学
生
が
体
験
し
て
、
小
国
高
校

へ
の
興
味
関
心
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
も
狙
い
の
一
つ
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
海
外
も
す
ぐ
そ
こ
に

　

本
町
は
保
小
中
高
一
貫
教

育
の
推
進
の
中
で
、「
国
際
・

情
報
」
を
特
設
教
科
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
加
え
、

国
際
理
解
教
育
の
授
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
八
木
幸
夫
国

際
・
情
報
特
任
講
師
（
兼
）
一

貫
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
本
町

独
自
の
特
色
あ
る
学
習
を
展

開
す
る
た
め
、
阿
部
宣
行
高
校

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
イ
地
域
留
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も

に
、
小
国
高
校
で
既
に
取
り
組

ん
で
い
た
海
外
の
学
校
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぎ
、
国

際
交
流
す
る
授
業
を
、
町
内
小

中
学
校
で
も
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
各
国
の

特
色
や
日
本
の
こ
と
を
日
本

語
や
英
語
、
そ
し
て
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
交
え
た
対
話
を
通
し

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
18
日
に
は
、
叶
水

▲叶水小中学校とアメリカベニス高校が交流

▲様々な授業で端末を活用（小国小学校）

広報おぐに　2022.2
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小
国
高
校
で
は
、
今
年
度

か
ら
「
地
域
み
ら
い
留
学

３
６
５
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
他
の
地
域
の
高

校
生
が
２
年
生
の
１
年
間
を

小
国
町
で
生
活
し
、
町
や
小
国

高
校
の
魅
力
に
触
れ
て
社
会

を
生
き
抜
く
力
を
育
む
と
同

時
に
、
将
来
的
に
本
町
と
関
わ

り
を
も
つ
か
た
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
取

り
組
み
で
は
、
留
学
生
と
共
に

学
校
生
活
を
送
る
地
元
の
生

徒
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
地
元
の
生
徒
の

多
く
で
構
成
さ
れ
る
社
会
の

中
に
、
地
域
外
か
ら
新
た
な

視
点
を
持
っ
た
高
校
生
が
加

わ
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
、

小
国
高
校
の
米
野
和
徳
校
長

は
「
現
在
、
栃
木
、
埼
玉
、
愛
知
、

大
阪
の
高
校
か
ら
地
域
留
学

生
と
し
て
４
人
が
本
校
に
在

籍
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
地
域
に
密
着
し
た
学
習
（
※

白
い
森
未
来
探
究
学
）
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
元
の
子

ど
も
に
は
当
た
り
前
の
地
域

の
魅
力
も
、
留
学
生
に
は
目

新
し
く
特
別
な
も
の
に
見
え

る
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
こ

と
を
共
に
体
験
す
る
こ
と
で
、

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
県
外
か
ら
希

望
者
が
小
国
高
校
に
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
白
い
森
留

学
』
も
始
ま
り
ま
す
。
今
後
訪

れ
る
留
学
生
に
は
、
小
国
町
の

自
然
や
人
の
温
か
さ
、
地
域

の
つ
な
が
り
、
小
国
高
校
の

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
触
れ
、

小
国
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り
つ

か
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
留
学
生
と
地
域

全
国
各
地
か
ら
小
国
高
校
へ

　

地
域
留
学
生
と
と
も
に
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

で
育
っ
た
生
徒
が
お
互
い
の

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
す

る
中
で
、
多
様
な
進
路
希
望
の

実
現
や
、
新
た
な
価
値
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
効
果
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
（
※
白
い
森
未
来
探

究
学
＝
生
徒
が
主
体
的
に
地

域
課
題
の
解
決
等
を
探
究
す

る
学
び
）

　

来
年
度
の
留
学
に
向
け
た
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）
に
は
33
人
（
保

護
者
含
む
）
が
興
味
を
示
し
、

実
際
に
10
人
が
本
町
や
学
校

視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
地

域
み
ら
い
留
学
３
６
５
の
来

年
度
の
留
学
生
は
５
人
で
す
。

こ
れ
は
、
町
と
小
国
高
校
が
多

様
な
募
集
活
動
を
展
開
し
て

き
た
結
果
が
留
学
へ
の
興
味

関
心
の
高
さ
や
留
学
生
の
確

保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

▲留学生がハウスマスターや地域のかたとパークゴルフで交流▲白い森未来探究学１年「地域文化学」で地域に浸る

広報おぐに　2022.2
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特集　おぐにを愛し　かがやく未来に羽ばたく人へ～ ICT活用授業と地域留学～特集　おぐにを愛し　かがやく未来に羽ばたく人へ～ ICT活用授業と地域留学～

『
ひ
た
す
ら
楽
し
い
毎
日
』

　
　
　
　

小
国
高
校
２
年　

垂た

る

み

じ

ゅ

な

水
珠
那
さ
ん
（
大
阪
府
出
身
）

　

「
近
所
の
人
に
あ
い
さ
つ
を

し
な
が
ら
学
校
に
通
う
よ
う
な

こ
と
が
し
て
み
た
か
っ
た
ん
で

す
。」
こ
う
話
す
の
は
、
地
域
み

ら
い
留
学
３
６
５
を
利
用
し
て
、

小
国
高
校
に
留
学
し
て
い
る
垂

水
珠
那
さ
ん
で
す
。
「
私
が
住
ん

で
い
た
大
阪
府
箕
面
市
は
大
き

な
夏
祭
り
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
行
う
イ
ベ

ン
ト
が
少
な
い
た
め
、
同
世
代

以
外
の
知
り
合
い
が
で
き
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
域
に
入
り
込
ん
だ
授

業
や
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、

主
体
的
に
活
動
す
る
小
国
高
校

の
取
り
組
み
を
見
て
、
小
国
町

に
来
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
生
活
で
き
た
こ
と
で
、

自
分
か
ら
動
く
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
〝
や
れ
ば
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
〟
を
胸
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
。
毎
日
が
ひ
た
す
ら
楽

し
く
、
残
り
の
期
間
を
考
え
る

と
寂
し
い
で
す
が
、
ま
だ
話
せ

て
い
な
い
小
国
高
校
の
人
と
も

仲
良
く
な
っ
て
帰
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
」
留
学
し
た
か
ら

こ
そ
成
長
で
き
た
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲「地域と私たちの未来を考える」
　置賜地区高校生小論文コンテスト表彰式
　最優秀賞　和田彩日香さん（中央）
　　優秀賞　垂水　珠那さん（左）
　　　入選　木幡　泉希さん（右）
　小国高校から３人が表彰されました

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
学
び
の
実
現
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
先
行

き
不
透
明
な
「
予
測
困
難
な
時

代
」
へ
突
入
し
、
社
会
全
体
で

デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
加
速
の
必
要
性
が
求
め
ら

れ
る
現
代
。
そ
う
し
た
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、

遠
藤
啓
司
小
国
町
教
育
長
は

「
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学
習

は
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
の
中
で
も
〝
何
の
目
的
で
使

う
の
か
〟
を
し
っ
か
り
共
有
し

て
い
き
、
家
族
み
ん
な
で
効
果

的
な
活
用
方
法
の
検
討
を
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
保
小
中
高
一
貫
教

育
の
最
高
学
府
で
あ
る
小
国

高
校
に
お
い
て
、
広
い
視
野
を

持
ち
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

地
元
の
小
国
高
校
生
が
刺
激

を
受
け
、
広
く
社
会
で
生
き
抜

く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
た
教
育
成
果
を
得
る

こ
と
が
本
町
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
『
保
小
中
高
一

貫
教
育
』
で
積
み
上
げ
て
き

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
基
盤
や
地

域
と
の
協
働
の
学
び
に
よ
り
、

変
化
す
る
社
会
に
適
応
す
る

準
備
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
が
輝
く
未
来
を

創
造
し
て
い
く
力
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
行
政
、
地
域
、
そ

し
て
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た

「
町
民
総
が
か
り
の
教
育
」
の

実
現
と
地
域
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広報おぐに　2022.2
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令和４年小国町消防出初式令和４年小国町消防出初式

無事故・無災害を祈願無事故・無災害を祈願

　１月９日小国町消防出初式が、おぐに開発総合
センターを会場に開催され、今年１年の無事故・
無災害を願い安全祈願祭を行いました。佐藤義昭
団長の訓示では、「どの地域でも大規模な自然災害
が発生する可能性があり、我々消防団も危機感を
もって、人命最優先で活動していかなければなり
ません」と話しました。その後、消防団車両によ
る防火パレードが行われ、町内各地で火災予防を
呼びかけました。

　小国町防犯協会による防犯広報作品コンクール
の表彰式が12月14日、おぐに開発総合センターで
行われました。防犯ポスター部門に13点、防犯標
語部門に小学生の部275点、中学生の部153点の応
募がありました。表題の標語は、山形県防犯協会
連合会主催防犯広報作品コンクール防犯標語中学
生の部で優良賞を受賞した小国中学校２年山口小
雪希さんの作品です。

防犯広報コンクール表彰式防犯広報コンクール表彰式

「鍵閉めて あなたの心も 引き締めて」「鍵閉めて あなたの心も 引き締めて」

　１月６日、おぐに開発総合センターで令和４年
新春賀詞交歓会が行われ、町内各企業・団体が参
加しました。新春講演では、複数の仕事に携わる
働き方である「マルチワーク」を進める、県内初
の特定地域づくり事業協働組合の吉田悠斗代表理
事と桜川酒造㈱の酒蔵を改装したテレワーク拠点
を３月にオープンする（一社）ＹＯＫＡＭＯＳ（ヨ
カモス）の井上昌樹代表理事が壇上に立ち、新春
にふさわしい、新規事業の説明や今後の展望を話
しました。

令和４年新春賀詞交歓会令和４年新春賀詞交歓会

町のさらなる発展を願う町のさらなる発展を願う

町内小中高校のスキー授業も実施町内小中高校のスキー授業も実施

横根スキー場　冬のにぎわい横根スキー場　冬のにぎわい

　年末からの降雪で、横根スキー場は今年も十
分な積雪量となり、１月23日からはハーフパイプ
コースもオープンし、にぎわいを見せています。
町内小中学校と小国高校もスキー教室に訪れ、雪
国ならではの授業に元気いっぱい取り組んでいま
す。今月開催される北京冬季五輪では、代表選手
として幼少期から本スキー場ハーフパイプコース

で練習を重ねた平野歩夢選手・海
かいしゅう

祝選手が兄弟で
内定しています。皆さんで応援しましょう。

前列（小国小学校）左から、松田菫さん（６年）、塚原陽
菜さん（４年）、伊藤大和さん（１年）、佐藤あこさん（３年）
後列（小国中学校）左から、安部茜さん（３年）、佐藤
真優さん、山口小雪希さん（２年）

（一社）YOKAMOSの井上昌樹代表理事が
展開する「世を醸す」事業を紹介

8



「りふれで人生初流れ星を見ました」

　　　地域おこし協力隊　西
にしむら

村　美
み き

祈　

協力隊通信

series 70

　雪が本格的に降ってきました！地元の福井県も雪は降り

ますが、小国町のドカ雪に驚きながら、ふかふかの雪を歩

くのを楽しんでいます。

　先日、ふたご座流星群を見に行きました。流れ星を人生

で見たことがなかった私は、絶対に見てやる！という気持

ちで臨みましたが、そんな意気込みは必要なく、着いて５

分ですぐ、たくさんの流れ星が見れました。結果、気温が

０度前後だったにもかかわらず、12時過ぎまで粘り、30個

以上の流れ星を見ました。初めての流れ星は、感動的な思

い出になりました。

　これから、小国町の冬のイベントや遊びがたくさんでき

る時期だと聞いています。中でも、ワカサギ釣りとスキー

に挑戦してみたいです。初めての冬、目一杯楽しみます。

▲星空と私の足

令和３年度社会福祉功労者知事表彰令和３年度社会福祉功労者知事表彰

地域発展と福祉の向上に尽力地域発展と福祉の向上に尽力

　岩井沢地区で平成16年から民生委員・児童委員
として15年間の永きに渡り、地域の発展と福祉の
向上に尽力された、羽田みえ子さん（岩井沢）が
社会福祉功労者知事表彰を受賞され、12月22日に
おぐに開発総合センターで町長より表彰状が伝達
されました。また、社会福祉法人白百合保育園・
舟山まさ園長と社会福祉法人愛育福祉会・五十嵐
友明理事長（認定こども園すみれ保育園園長）も
社会福祉事業の発展に貢献された功績が認められ
表彰されました。

　町民総合体育館や多目的屋内運動場あいべを安
全・安心に利用していただこうと、新型コロナウ
イルス感染拡大防止機器として、体育館には、サー
モカメラ、空気清浄機、パルスオキシメーターを、
あいべにサーモカメラを導入しました。これは、
競輪の2021年度緊急的な対応を必要とする事業の
補助を受けて、NPO法人おぐにスポーツクラブＹ
ｕｉ（舟山孝夫理事長）が設置したものです。体
調管理を適切に行い、運動不足になりがちな冬期
間を乗り切りましょう。

競輪補助事業活用競輪補助事業活用

町民総合体育館町民総合体育館・あいべ・あいべに機器整備に機器整備
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安
産
や
子
授
け
、
子
育
て
の
神
様

と
し
て
古
来
信
仰
を
集
め
る
大
宮
子

易
両
神
社
。
大
宮
講
は
、
そ
の
よ
う

な
両
神
社
に
出
産
の
無
事
や
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
女
性

（
婦
人
）
た
ち
の
講
（
信
仰
に
基
づ

く
地
縁
的
な
集
ま
り
）
で
す
。
か
つ

て
は
本
町
を
は
じ
め
、
置
賜
地
方
や

新
潟
県
下
越
地
方
を
中
心
と
し
て
多

く
の
集
落
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

交
通
手
段
が
現
在
の
よ
う
に
発
達

し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
遠
方
の
集

落
か
ら
両
神
社
へ
参
拝
に
行
く
の
は

大
変
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ

う
な
集
落
で
は
、
お
詣
り
の
代
わ
り

に
期
日
を
定
め
て
み
ん
な
で
集
落
内

の
一
所
に
集
ま
り
、
両
神
社
の
御
神

号
が
書
か
れ
た
掛
軸
（
神
号
軸
）
や
、

大
宮
塔
と
呼
ば
れ
る
石
塔
に
祈
願
し

た
の
で
す
。
な
か
に
は
、日
を
改
め
、

講
中
（
講
の
メ
ン
バ
ー
）
の
代
表
者

に
よ
る
参
拝
（
代
参
）
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
集
落
も
あ
り
ま
す
。

　
　

本
町
の
白
子
沢
も
そ
の
よ
う
な

大
宮
講
が
代
々
続
け
ら
れ
て
き
た

集
落
の
一
つ
で
す
。
集
落
の
中
央

に
位
置
す
る
白
子
神
社
の
境
内
に

は
「
大
宮
神
社
」
と
彫
ら
れ
た
大

宮
塔
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
冬
に
、

公
民
館
で
も
あ
る
清
安
寺
で
大
宮

講
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
二
村

敏
子
さ
ん
（
白
子
沢
）
に
よ
る
と
、

以
前
は
夏
に
み
ん
な
で
そ
こ
へ
お

詣
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

▲白子沢の大宮塔

日
は
晩
方
、
料
理
を
詰

め
た
重
箱
を
持
ち
寄

り
、
御
神
酒
を
あ
げ
て

お
祈
り
し
、
そ
の
後
、

石
塔
の
前
で
料
理
を
囲

み
歓
談
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
「
歌
を
歌
っ

た
り
、
様
々
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
た
な
。
楽
し
か
っ
た
よ
。」

と
、
二
村
さ
ん
は
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
子
沢
で
は
大
宮
講
で
掲

げ
ら
れ
る
掛
軸
も
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
古
く
は
、
旧
暦
11
月
18
日
（
※

注
）に
宿
元
と
な
る
家
に
集
ま
っ
て
、

こ
の
掛
軸
を
掛
け
て
お
祈
り
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
『
小
国
の
信
仰
』（
小

国
町
誌
編
集
委
員
会
編
、
１
９
９
４

年
）
に
は
、
白
子
沢
の
大
宮
講
は
明

治
初
期
に
組
織
さ
れ
、
昔
は
盛
大
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
あ
り
、
「
村

の
婦
人
た
ち
は
各
自
用
意
し
た
馳
走

を
持
っ
て
、
祭
り
宿
（
頭
家
）
に
集

ま
り
『
大
宮
神
社
』
の
掛
物
を
か
け
、

灯
明
（
と
う
み
ょ
う
）
を
つ
け
、
供

物
を
下
げ
、
神
と
共
食
し
、
雑
談
に

花
を
さ
か
せ
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご

す
の
で
あ
っ
た
。」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

婦
人
だ
け
の
集
ま
り
で
あ
る
大
宮

講
。
そ
れ
は
、
家
族
に
気
兼
ね
な
く
、

ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
し
て
過
ご
す

こ
と
の
で
き
る
楽
し
い
慰
労
の
場
で

し
た
。
講
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、

互
い
の
家
庭
を
思
い
や
り
、
子
ど
も

た
ち
、
家
族
の
健
康
を
と
も
に
祈
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
地
域
に
息
づ
く
母

親
た
ち
同
士
の
温
か
な
絆
も
、
家
庭

を
、
そ
し
て
集
落
を
守
り
支
え
続
け

て
き
た
大
切
な
宝
物
な
の
で
す
。

注　

こ
の
掛
軸
が
収
め
ら
れ
て
い
る

木
箱
に
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和

初
期
ま
で
の
期
間
で
年
度
毎
の
大

宮
講
の
帳
簿
も
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
に
は
開
催
日
と
し
て
旧
暦

11
月
18
日
と
い
う
日
付
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　

　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）

▲白子沢の大宮講で継がれ

てきた掛軸（神号軸）



令
和
４
年

令
和
４
年��

第
１
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

第
１
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月

21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
専
決
処

分
の
承
認
の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

■
１
月
５
日
付
専
決
処
分

　

12
月
18
日
か
ら
年
末
に
か
け
て
、

強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
降

雪
が
あ
っ
た
こ
と
や
年
明
け
後
も
雪

が
降
り
続
き
、
町
道
除
排
雪
作
業

の
稼
働
日
数
が
増
加
し
た
こ
と
に

加
え
、
今
後
も
予
想
さ
れ
る
大
雪
に

備
え
、
除
排
雪
等
に
要
す
る
経
費

５
０
０
０
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
の
専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
１
月
４
日
に
小
国
町
雪
害
対

策
連
絡
会
議
を
設
置
、
19
日
に
は
町

長
を
本
部
長
と
す
る
小
国
町
豪
雪
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に

２
億
２
６
８
８
万
２
千
円
を
追
加

　

国
に
お
い
て
、
12
月
20
日
に
「
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
下
で
の
社
会
経
済
活

動
の
再
開
や
次
な
る
危
機
へ
の
備
え

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
令
和
３
年
度

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
実
施
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
関
連
経

費
や
１
月
５
日
の
専
決
処
分
後
も
断

続
的
な
降
雪
が
続
い
た
こ
と
で
町

道
除
排
雪
作
業
の
経
費
を
追
加
し

た
結
果
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

76
億
９
４
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
県
が
災
害
指
定
し
た
「
令

和
３
年
の
生
産
資
材
等
高
騰
」
で
経

営
資
金
の
確
保
が
困
難
な
農
林
漁
業

者
が
、
再
生
産
お
よ
び
経
営
の
維
持

安
定
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金
に

対
し
、
県
と
町
が
協
調
し
て
利
子
補

給
を
行
う
こ
と
と
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
８
年
度
ま
で
の
利
子
補
給
に
係

る
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
「
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布

　

コ
ロ
ナ
禍
等
の
要
因
に
よ
り
、
消

費
意
欲
の
低
迷
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、

町
内
の
多
く
の
事
業
者
の
経
営
支
援

お
よ
び
町
内
の
消
費
喚
起
を
図
る
た

め
、
町
民
１
人
あ
た
り
３
千
円
（
う

ち
千
円
分
は
飲
食
店
、
宿
泊
業
、
タ

ク
シ
ー
で
の
使
用
に
限
定
）
の
「
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布
す
る
こ
と

と
し
所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
燃
料
費
負
担
を
軽
減
へ

　

世
界
的
な
原
油
価
格
高
騰
を
受
け
、

暖
房
費
や
交
通
費
に
係
る
燃
料
費
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
内
全

３
９
５
社
を
対
象
に
、
従
業
員
数
に

応
じ
て
５
万
円
か
ら
20
万
円
の
範
囲

で
支
援
す
る
こ
と
と
し
所
要
額
を
措

置
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

５
９
０
０
万
円
追
加

　

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
小

国
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
を
更

新
期
間
の
第
１
期
と
定
め
、
事
業

を
進
め
て
い
る
小
国
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
設
備
等
の
更
新
に
つ
い
て
、
劣

化
状
況
等
を
踏
ま
え
、
早
期
の
実
施

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
議
の
結

果
、
国
庫
補
助
金
の
内
示
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
所
要
額
を
追
加
し

ま
し
た
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は

４
億
２
９
７
１
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

有料広告募集中有料広告募集中「広報おぐに」に広告を載せてみませんか
毎月１回（3700部、１日発行）

■サイズ
１種　横 8.7㎝×縦 5.3㎝
２種　横17.85㎝×縦 5.3㎝　※このサイズは２種広告になります。
３種　横17.85㎝×縦11.5㎝　

■金額（１回あたり）　１種　 6,000円　２種　10,000円　３種　30,000円

※掲載に関する詳細については、お問い合わせください。

■問合先　総合政策課政策企画担当（☎62-2264）へ

気になったかたはこちらをチェック!!
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申
告
が
必
要
な
か
た
は
、「
令
和
４
年

１
月
１
日
現
在
で
、
小
国
町
に
居
住
さ

れ
て
い
る
か
た
」
で
す
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
か
た
は
、
町
・
県
民
税
申

告
書
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

か
た

▼
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
の
ほ
か

に
収
入
の
な
い
か
た
な
ど

※
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
か
た
で

も
、
令
和
３
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

か
た
や
年
末
調
整
済
み
の
給
与
以
外

に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
、
各
種
所
得

控
除
を
受
け
た
い
か
た
な
ど
は
、
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町・県民税申告相談のお知らせ

　

令
和
４
年
度
分
（
令
和
３
年
所
得
）
の
町
・
県
民
税
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
申
告
相
談
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
実
施

し
ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め
、
申
告
書
に
記
載
す
る
際
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
各

自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
相
談
は
３
月
15
日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
か
た
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
・
県
民
税
申
告
が
必
要
な
か
た

　

申
告
書
の
職
業
欄
に
「
収
入
な
し
・

学
生
等
」、
所
得
金
額
の
合
計
欄
に
「
０
」

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特

■
令
和
３
年
中
ま
っ
た
く

　

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
は
？

に
次
の
よ
う
な
か
た
は
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
ま
た
は
加
入

予
定
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
主

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
お
よ

び
そ
の
世
帯
主

▼
介
護
保
険
加
入
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
主

▼
国
民
年
金
免
除
申
請
を
お
考
え
の
か
た

▼
所
得
や
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
な

か
た

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、
町
・
県

民
税
の
算
定
に
は
含
ま
れ
な
い
た

め
、
申
告
す
る
収
入
、
所
得
金
額
に

記
載
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
収
入
の
み
の

時
は
、
収
入
な
し
と
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

（1）
申
告
書

（2）
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認

の
書
類
と
身
元
確
認
書
類
（
ご
自
分

で
記
載
し
た
申
告
書
を
郵
送
ま
た
は

窓
口
で
提
出
す
る
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
し
が
必
要
で
す
。）

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入
）

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
は
①
お
よ
び
②
の
書
類

①
番
号
確
認
の
書
類

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
等
の
個
人
番

号
を
確
認
で
き
る
書
類

②
身
元
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
等
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類

（3）
収
入
と
支
出
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
給
与
・
公
的
年
金
所
得　

令
和
３
年

分
の
源
泉
徴
収
票

◇
営
業
・
不
動
産
所
得　

収
支
内
訳
書
、

売
上
や
仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経

費
の
領
収
書
な
ど

◇
農
業
所
得　

収
支
内
訳
書
、
農
産
物

の
出
荷
伝
票
、
仕
切
書
、
領
収
書
、

借
入
金
利
子
証
明
書
、
新
し
く
購
入

し
た
農
機
具
な
ど
に
関
す
る
書
類
、

補
助
金
、
交
付
金
、
保
証
金
等
の
収

入
が
確
認
で
き
る
書
類
、
取
扱
い
通

帳
な
ど

◇
雑
所
得
・
一
時
所
得　

支
払
証
明
書

や
通
帳
な
ど
収
入
金
額
が
確
認
で
き

る
書
類

◇
譲
渡
所
得　

売
買
契
約
書
や
経
費
の
領

収
書
、
公
共
事
業
に
よ
る
売
買
の
場

合
は
３
枚
組
の
収
用
証
明
書

（4）
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必
要
な

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
等
の
各
種
証
明
書
や
領
収
書
、

支
払
金
額
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

（5）
通
帳
な
ど
申
告
者
本
人
の
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類
お
よ
び
口
座
の
届
出
印

(6)
利
用
者
識
別
番
号
等
を
取
得
済
み
の

か
た
は
確
認
で
き
る
書
類

　

※ 

な
お
、
昨
年
の
申
告
相
談
時
に
同
意

書
を
提
出
し
た
か
た
は
、
町
民
税

務
課
職
員
が
代
理
で
取
得
し
、「
利

用
者
識
別
番
号
等
に
つ
い
て
（
お

知
ら
せ
）」
を
申
告
書
に
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

高齢者の障害者控除対

象者認定制度について

　身体障害者手帳等をお持ちでな
くても、介護保険で要支援・要介
護の認定を受けた高齢者（65歳以
上）等のうち、寝たきり・認知症
等心身の状況により、所得税・地
方税法上の障害者控除の対象者と
して認定される場合があります。
　障害者控除の認定を受けるに
は、町に申請する必要があります
ので、下記に問合せください。
　なお、身体障害者手帳等をお持
ちのかたは、すでに障害者控除の
対象者ですので申請の必要はあり
ません。
■認定基準
・65歳以上のかた
・要支援以上の認定を受け、寝た
きり・認知症等心身の状況により
身体障害者等に準ずるかた
■申請・問合先
　健康福祉課長寿介護担当
　（☎61－1000）へ
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2022.2広報おぐに令和４年度分　町・県民税　申告相談受付日程

新型コロナウイルス感染予防対策のため、お越
しの際は下記のご協力をお願いします。
①マスクの着用
②申告書に記入するボールペンの持参

※マスク、ボールペンは各自でご準備ください。
③検温の実施

※37.5℃以上の熱があるかたは、来庁をお
控えください。

上記の①～③に、ご協力いただけないかたは、
申告相談をお断りさせていただく場合がござい
ます。

～申告相談は

　　　　　３月15日㈫までです～

■問合先　町民税務課税政管理室　
　　　　　（☎62－2403）へ

２月23日㈬㈷の休日申告相談日に２月23日㈬㈷の休日申告相談日に
マイナンバーカード関係窓口を開設しますマイナンバーカード関係窓口を開設します

　休日申告相談日にマイナンバーカード関係窓口を開設します。マイ
ナンバーカードは、さまざまな場面で本人確認書類として利用できる
ほか、健康保険証としての利用も開始しています。今回開設する窓口
ではカードの申請のほか、カード受け取りや暗証番号の再設定なども
受け付けています。平日なかなか都合が合わずカードの受け取りや手
続きができないかたは、この機会にどうぞご利用ください。

■受付日時　２月23日㈬㈷９：00～16：00
■受付場所　役場町民税務課窓口
■ 必要書類　①通知カード・個人番号カード交付申請書（紛失さ
れたかたはお問い合わせください）②住民基本台帳カード（お
持ちのかたのみ）③本人確認書類（運転免許証など顔写真付き
のものであれば１点。それ以外は２点必要になります）

■問　合　先　町民税務課住民窓口担当（☎62－2260）へ

月　　日 相談会場
午　　前 午　　後

受付時間 対象地区 受付時間 対象地区

２月４日㈮ 役場大会議室 ９時～11時
全地区

（年金収入のみのかた対象）
13時～16時

全地区
（年金収入のみのかた対象）

２月７日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 小国町１・２ 13時～16時 坂町１・２

２月８日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 坂町３・５ 13時～16時 本町１・２・３

２月９日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 緑町１、地蔵町 13時～16時 緑町２

２月10日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 駅前１・２ 13時～16時 栄町１・２

２月14日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 幸町１ 13時～16時 幸町２

２月15日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 種沢 13時～16時 東原

２月16日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 松岡 13時～16時 上岩井沢

２月17日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 大滝 13時～16時 あけぼの

２月18日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 綱木箱口 13時～16時 伊佐領

２月21日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 兵庫舘１ 13時～16時 兵庫舘２

２月22日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 町原 13時～16時 増岡

２月23日㈬㈷ 役場大会議室 ９時～11時 休日相談 13時～16時 休日相談

２月24日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 平林、西 13時～16時 旭町、小芦、北

２月25日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 岩井沢２ 13時～16時 岩井沢１

２月28日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 大宮、宮の台 13時～16時 田沢頭

３月１日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 若山、古田、金目 13時～16時 小渡、舘

３月２日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 尻無沢、今市 13時～16時 舟渡

３月３日㈭、４日㈮、７日㈪ 出先相談会場に向けたシステム切り替えを行うため申告相談を行うことはできません。

３月８日㈫ 玉川コミュニティセンター ９時30分～11時 玉川、玉川新田、足水中里、樽口 13時～15時30分 中田山崎、片貝、足野水、市野沢、百子沢

３月９日㈬ 旧白沼小中 ９時30分～11時 白子沢、間瀬 13時～15時30分 沼沢１・２

３月10日㈭ 梅花皮荘 ９時30分～11時 小玉川、泉岡 13時～15時30分 長者原、玉川中里

３月11日㈮ 水源の郷交流館 ９時30分～11時 上叶水、下叶水 13時～15時30分 新股、河原角、上大石沢、下大石沢

３月14日㈪ 越中里公民館 ９時30分～11時 越中里、長沢 13時～15時30分 六ヶ字

３月15日㈫ りふれ ９時30分～11時 三ヶ字、石滝 13時～15時30分 五味沢



　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する

中、生活・暮らしの支援を行うため、給付の対象と

なる世帯に対して、１世帯あたり現金10万円を支給

します。令和３年12月10日に住民登録している世帯

員を対象とします。

■対象世帯　

　①令和３年度町民税（均等割）が非課税の世帯

　　・ 世帯全員が非課税である世帯（町民税が課税

されているかたに世帯全員が扶養されている

世帯を除く）が対象になります。

　　・ 町民税が非課税の世帯の世帯主宛てに２月下

旬頃、確認書を送付します。　　

　②家計急変世帯

　　・ 令和３年度の町民税が課税されている世帯で、

新型コロナウイルス感染症の影響により、令

和３年１月以降の収入が減少し、世帯全員が

町民税非課税相当の収入になった世帯が対象

になります。

　　・ 申請手続きが必要ですので、健康福祉課に事前

に連絡の上、９月30日まで申請してください。

　①②共通

　　・給付金は、審査後に指定の口座に振り込みます。

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

住民税（町民税）非課税世帯等に対する住民税（町民税）非課税世帯等に対する

臨時特別給付金のご案内臨時特別給付金のご案内

入札結果情報（令和３年12月21日～令和４年１月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R3.12.24
令和２年度繰越　社会資本整備総合交付金事業
町道松岡黒沢峠線改良舗装その２工事

黒沢 R4.3.28 16,140,000 大和建設運輸㈱ 16,100,000

R4.1.11 令和３年度りふれ宿泊棟濾過装置入替工事 五味沢 R4.3.25 6,480,000 山一住設㈱ 6,220,000

　家畜伝染病予防法により毎年２月１日現在の
飼っている頭数等の報告が義務付けられています。
■対　象　牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚（ミ

ニブタ含む）、いのしし、馬（ポニー含む）、鶏、
うずら、あひる（アイガモ含む）、きじ、だちょ
う、ほろほろ鳥、七面鳥（ペット、学校等の飼
育も含む）を１頭・１羽以上所有しているかた

■その他　前年に報告されたかたは、報告用紙が
１月末に送付されていますので、忘れずに提出
してください。飼養を開始あるいは中止したか
た、飼養しているのに報告用紙が届かないかた
は、ご連絡ください。

■問合先　
　置賜家畜保健衛生所（☎0238－43－3217）へ

家畜の飼養頭数を報告してください家畜の飼養頭数を報告してください

　稀代の語り部であった佐藤とよいさん（小玉川）

のお話を聞き、昔語りについて学びます。

■日　時　２月19日㈯10：00～11：30

■会　場　おぐに開発総合センター２階集会室

■講　師　髙井和喜氏（おぐに話部ゆるり座代表）

■申込・問合先　

　教育振興課生涯学習担当（☎62-2141）へ

令和３年度地域学講座令和３年度地域学講座

「白い森おぐにの伝承世界」開催「白い森おぐにの伝承世界」開催

■日　時　２月27日㈰10：00～11：45

■会　場　おぐに開発総合センター２階集会室

■内　容　北野博司氏（東北芸術工科大学教授・

考古学専門）をお招きし、昨年９月に黒沢峠で

実施した文化財の合同調査に関する報告会を行

います。

■問合先　教育振興課生涯学習担当（☎62-2141）へ

「黒沢峠の文化財調査報告会」開催「黒沢峠の文化財調査報告会」開催

（主催：小国町教育委員会）（主催：小国町教育委員会）

　（公財）企業振興公社では、創業支援の新たな拠
点「スタートアップステーション・ジョージ山形」
を開設しました。無料の創業支援のほか、コワー
キングスペースとして１日５００円で利用できま
すので、ぜひご利用ください。
■営業時間　９時～20時（土日：18時まで）
　　　　　　※祝祭日、年末年始は休館
■問合先　スタートアップステーション・ジョー

ジ山形（☎023－666－6100）へ

スタートアップステーション・スタートアップステーション・

ジョージ山形　オープンジョージ山形　オープン

広報おぐに　2022.2
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冬季間の灯油購入費の冬季間の灯油購入費の

助成上限額を増額します助成上限額を増額します

　新型コロナウイルス感染予防対策での外出機会の

減少による灯油消費量の増加や灯油の価格高騰によ

り圧迫される家計負担を軽減するため、現在行って

いる小国町灯油購入費助成事業費補助金の上限額を

引き上げます。

■上限額　

　5,000円→10,000円（１世帯あたり）

■申請期間　３月31日㈭まで

■対象要件

　令和３年10月１日現在、小国町に住所があり、

令和３年度の町民税非課税世帯であり、かつ65歳

以上の高齢者、障害者、母子・父子家庭、在宅系

施設利用者世帯のかた

■申請場所　健康管理センター

■申請の方法

≪令和４年１月20日以前に申請しているかた≫

　申請したかた宛に２月上旬頃、申請方法等のご

案内を郵送します。

≪申請していないかた≫

下記①～③をご準備の上、健康管理センターへお

越しください。

①申請者本人の印鑑

②灯油を購入したことが確認できる書類（宛名の

ある領収書等）

※令和３年10月１日以降に購入した者が対象

③助成金の指定振込口座を確認できる通帳

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

次世代に　受け継いでもらえる　住まいづくり・まちづくり 広
告

「ふるさと奨学ローン・生活応援ローン」「ふるさと奨学ローン・生活応援ローン」

のお知らせのお知らせ

【ふるさと奨学ローン】

　本ローン対象の生徒・学生が卒業後山形県内

に就職または就業した場合は、それ以降の利子

に対して最長10年間、元金300万円を限度に年

2.0％の利子補給が受けられます。融資金利が

2.0％を下回った場合は、融資金利が利子補給率

になります。

　一括で融資金額が受け取れる「証書貸付型」
に加え、在学期間中に限度額の範囲内で繰り返
し利用可能な「カード型」がご利用いただけます。

■使いみち　教育費用や他金融機関の教育ロー

ンの借り換えなど

■融資金額　最高2,000万円

■融資金利　

　変動金利・カード型（年1.55～2.45％）　

　固定金利・証貸型（年1.85～3.15％）　

　変動金利・証貸型（年2.025～2.525％）

　※３月末までに申込し実行する融資が対象で、

ろうきんとの取引により金利が異なります。

【生活応援ローン】

　町内に居住し、１年以上勤務しているかたを

対象として、町と東北労働金庫が提携して皆さ

まの生活を応援する低金利の融資制度です。

■�使いみち　生活資金全般、医療介護費、冠婚

葬祭費等広くご利用いただけます。

■�融資金額　100～300万円以内（使いみちによ

り異なります。）

■融資金利　固定金利（年1.25～2.75％）

■�融資期間　７～10年以内（使いみちにより異

なります。）

≪共通≫

■保証　保証料の一部または全部を東北労働金

庫が負担します。

■申込・問合先

　東北労働金庫長井支店（☎0238ー84ー1100）へ

　ホームページもご覧ください。→

広報おぐに　2022.2
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お
知
ら
せ

確
定
申
告
作
成
会
場
を
開
設

　

長
井
税
務
署
に
所
得
税
等
の

確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

■
開
設
場
所　

長
井
税
務
署

■
開
設
期
間　

　

２
月
10
日
㈭
～
３
月
15
日
㈫

（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）　

■
開
設
時
間　

９
時
～
17
時

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
化

緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入

場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が

必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は

会
場
で
当
日
配
布
し
ま
す
が
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
事
前
発
行
も
可

能
で
す
。
な
お
、
入
場
整
理

券
の
配
布
状
況
に
よ
っ
て
は
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

関
東
地
区
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
山
形
県
小
国
郷
人
会
（
保
科

秀
三
会
長
）
の
第
62
回
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
開
催
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
国
郷
人
会
総
会
の

開
催
中
止
に
つ
い
て

■
山
形
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

８
２
２
円

■
効
力
発
生
日　

令
和
３
年
10
月
２
日

■
特
定
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
等
製

造
業
８
８
８
円
、
電
気
機
械
器

具
等
製
造
業
８
７
２
円
、
自
動

車
・
同
附
属
品
製
造
業
８
８
８

円
、
自
動
車
整
備
業
（
分
解
整

備
従
事
者
に
限
る
）
８
９
２
円

■
効
力
発
生
日　

令
和
３
年
12
月
25
日

■
問
合
先　

山
形
労
働
局
（
☎
０
２
３
‐
６
２
４

‐
８
２
２
４
）
へ

山
形
県
の
最
低
賃
金
が

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

イベント等の中止について

　新型コロナ観戦拡大防止の観点から下

記のイベント等は中止となりました。

〇白い森ウインタースポーツ大会（2/27）

　■問合先　教育振興課（☎62-2141）へ

〇緑のふるさと協力隊＆

　地域おこし協力隊活動報告会（2/3）

　■問合先　総合政策課（☎62-2264）へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
今
年
度
の
地
産
地
消
の

集
い
を
中
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
様
式
の
転
換
も
あ
り
、
こ
の

先
も
開
催
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
か
ら
実
行
委
員
会
を
解
散
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
問
合
先　

地
産
地
消
の
集
い
実

行
委
員
会
事
務
局
（
小
国
町
商

工
会
☎
62-

４
１
４
６
）
へ　

地
産
地
消
の
集
い

実
行
委
員
会
解
散
に
つ
い
て

終
活
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

資
産
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、

子
や
孫
へ
の
引
継
ぎ
に
む
け
て

「
終
活
」
を
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　

２
月
10
日
㈭
14
時
～

16
時
（
受
付
13
時
30
分
）

■
場
所　

や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー

ル
３
階
ス
タ
ジ
オ
２

■
内
容

　

講
師　

佐
々
木
悦
子
先
生

　

第
１
部　

講
演

　

「
終
活
の
始
め
方
」

　
　

財
産
管
理
や
相
続
時
の
注

意
点
、
葬
儀
の
落
と
し
穴
な

ど
、
こ
こ
で
し
か
聞
け
な
い

お
話
も
多
数
。

　

第
２
部　

実
践
「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
こ
う
！
」

　
　

具
体
的
な
書
き
方
を
聞
き

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

■
そ
の
他　

参
加
者
に
は
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

■
主
催　

山
形
県
県
土
整
備
部

建
築
住
宅
課
・
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱

■
問
合
先　

あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
山

形

支

店

セ

ミ

ナ

ー

事

務

局
（
☎
０
２
３
‐
６
４
２-

０
２
２
５
）
ヘ

決算のしかた
説明動画公開

　税務署では、決算の方
法・注意点を説明する
動画「決算のしかた（青
色申告編・白色申告編・
農業所得編）」をYouTube
国税庁動画チャンネル
で公開しています。是非
ご覧ください。

こちらから→
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今月の納税
　�　11月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●２月 2 8日㈪　　
水道料、国民健康保険税、後期高齢

者医療保険料、介護保険料、下水道料、

簡易水道料、住宅使用料、保育料、児

童福祉使用料

■問合先

　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０２２．２

　
２２月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は１月20日現在でハローワーク
へ登録された求人のうち、小国町をおも
な就業先としている求人情報です。既
に雇用が確定している場合もありますの
で、ご了承ください。求人情報の詳細
については、ハローワーク長井（☎84－
8609）へ

■２月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ

２月６日㈰ 米沢　笹生歯科医院 0238－21－0331

２月11日㈮ 高畠　千葉歯科医院 0238－57－4618

２月13日㈰ 米沢　ウッディ歯科　 0238－49－8220

２月20日㈰ 長井　赤間歯科医院 0238－88－2218

２月23日㈬ 高畠　桜井歯科医院糠野目診療所 0238－57－3211

２月27日㈰ 米沢　五十嵐歯科医院 0238－22－1121

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
不要１．各健診の日程等

　■３・４カ月児健診
　・期　　日　３月４日㈮　
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　Ｒ３年10月、11月生まれ

��■９・10カ月児健診
　・期　　日　３月４日㈮　
　・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　Ｒ３年４月、５月生まれ

　■２歳児歯科健診
　・期　　日　２月16日㈬
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　Ｒ１年５月～８月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

日本重化学工業㈱
山形事業所　酒田工場

電気製品電子部品材料製造員
【正社員】

３人 ９：00～18：00他

遠藤建設㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機オペレーター １人

一般作業員 ２人

山形おきたま農業協同組合

金融店舗業務（西置賜地区管内）４月採用 ３人 ８：45～17：00他

農畜産物の集出荷業務および事務
（西置賜地区管内）

３人
８：00～18：00の間

の７時間程度

前田建設工業㈱東北支店 一般事務 １人
８：30～17：30の間

の７時間程度

㈱ケイープロダクツ ショッピングサイト管理（ＨＰ制作等） １人 ９：00～18：00

㈱山芳工務店 電気設備工 ３人 ９：00～18：00

国土交通省　北陸地方整備
局　飯豊山系砂防事務所

事務補助員 ３人 ８：30～17：15

㈱コメリ 販売・店舗運営職（リージョナル社員） １人 ８：45～18：00他

クアーズテック㈱小国事業所 オペレーター ９人 ０：20～８：50他

日清医療食品㈱仙台支店

調理員 １人 ５：30～14：30他

栄養士 １人 ９：00～18：00

調理師 １人 ５：30～14：30他

洗浄 １人 ６：00～11：30他

㈱ビーネックステクノロジ
ーズ仙台オフィス

半導体工場内の施設管理業務 １人

８：20～17：10
機械設計業務 １人

セラミック製品生産設備の回路設計業務 １人

電気制御設計 １人

㈲塩川自動車整備工場 自動車整備員 ２人 ８：30～17：30

クアーズテックマシナリ㈱ 技能職（電気保全・修理） １人 ８：20～17：10

小国町介護老人保健施設 温身の郷（臨）介護員 １人 ６：30～15：00

米沢ヤクルト販売㈱ 販売員『小国』 １人 ９：00～14：30

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　

■利用時の注意点　

　・マスクの着用をお願いします。

　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。

　・体調の悪い場合は、利用できません。　

■その他　
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談をお受けして

います。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）
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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。

開催状況については、各問合先に確認してください。開催状況については、各問合先に確認してください。



　

１
月
の
下
旬
に

入
る
と
降
雪
も
少

し
落
ち
着
き
、
気

持
ち
の
い
い
晴
れ

の
日
が
出
て
き
ま

し
た
。
さ
て
、
全

国
的
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
猛
威
を
奮
い
１
月
25

日
の
県
内
の
感
染
者
は

１
５
３
人
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
す
方
法
を
模
索

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
ね
。
私
は
横
根
ス
キ
ー

場
に
通
う
週
末
が
続
き

そ
う
で
す
。 

（
仁
科
）

編集後記

あいべイベント２月の

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

　初めての人でもすぐ覚えてプレーできます。

■日　時　２月24日㈭10：00～12：00 

■対象者　どなたでも

■参加費　100円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、飲み物など

■申込締切　２月18日㈮

■その他　初心者大歓迎！

　　　　　話題のスポーツを体験してみませんか

特定非営利活動法人

結婚おめでとうございます。

岩 井 沢
新 潟 県

陸
彩 乃（ 齋 藤

川 﨑

戸籍のまど戸籍のまど

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和３年12月31日現在）

人口　男・・・3,541人�（－ 12）
　　　女・・・3,544人�（－ ９）�
　　　計・・・7,085人�（－ 21）
世帯数　　　3,011世帯�（　 ０）

（ � 1 2 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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（85）

（90）

（90）

（89） 相　談

▽年金相談▽年金相談
■日　時　２月16日㈬�10：30～13：30

■場　所　役場

■対応者　米沢年金事務所職員

■申込み　事前に申込みが必要です。

■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽行政相談▽行政相談
■日　時　３月５日㈯13：00～15：00

■場　所　役場

■対応者　行政相談委員　林公子氏

■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

髙 田 郁
池 井 戸 潤
清 武 英 利
桑 田 佳 祐
秋 川 滝 美

◇みをつくし献立帖
◇民王　シベリアの陰謀
◇後列のひと　無名人の戦後史
◇ポップス歌手の耐えられない軽さ
◇居酒屋ぼったくり

～蔵書点検による休室のお知らせ～
　蔵書点検を実施するため、２月14日㈪～24日㈭ま
での間、図書室を休室いたします。
　利用者の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご
理解くださいますようお願いいたします。なお、図
書の返却は、１階の温泉受付、２階の教育委員会で
承ります。
■問合先　教育振興課（☎62-2141へ）
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/



お
母
さ
ん
食
堂 

あ
い
あ
い

         

（
横
根
ス
キ
ー
場
）

な
コロナに

いけ負
お店紹介

vol.10

■
電
話

　

62
‐
４
６
２
３

■
営
業
時
間

昼
11
時
30
分
～
13
時
30
分

（
㈫
定
休
）

店
主
よ
り
一
言

　

小
国
の
自
然
で
育
っ
た

上
質
な
や
ま
が
た
地
鶏
を

そ
ぼ
ろ
丼
に
し
ま
し
た
。

程
よ
い
歯
ご
た
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と
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た
っ
ぷ
り
の
鶏
肉
を
特
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タ
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で
味
付
け
し
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ニ
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で
す
。

やまがた地鶏のそぼろ丼�９８０円
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～

！！

山形県飲食業等緊急支援給付金山形県飲食業等緊急支援給付金

新型コロナの影響により引き続き厳しい経営

環境にある夜間営業の飲食店等が年末の需要

減を乗り越えて事業継続できるよう、県独自

の給付金を給付します。

■対象者■対象者　令和３年10月～12月のいずれかの

売上が前年または前々年の同月と比較して

30％以上減少した次の事業を営むかた

　・酒類を提供し21時以降も営業する飲食店

　・酒類卸売業　など

■給付額■給付額　

　１事業者あたり20万円または30万円

■申請期限・方法　■申請期限・方法　２月28日㈪まで　

　給付金事務局へ必要書類を郵送してください。

■その他■その他　申込要件や必要書類については、

ホームページをご覧になるか、お問い合わ

せください。

■問合先■問合先　山形県飲食業等緊急支援給付金

コールセンター（☎0570ー783ー075）または

産業振興課商工労政担当（☎62ー2416）へ

「
３
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
小
国
駅
に
感
謝
を
」

　

昨
年
末
の
12
月
21
日
㈫
早
朝
、
小

国
高
校
３
年
生
の
３
人
（
田
中
陸
翔

さ
ん
、
後
藤
李
玖
斗
さ
ん
、
大
石
蓮

さ
ん
）
が
Ｊ
Ｒ
小
国
駅
で
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
３

人
は
全
員
飯
豊
中
学
校
出
身
。
毎
朝

飯
豊
町
内
か
ら
米
坂
線
を
使
っ
て
小

国
高
校
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

誰
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
も
な
く
、
自

主
的
に
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
計
画
し

た
彼
ら
は
、
待
合
室
を
ほ
う
き
で
掃
い

た
り
、
ベ
ン
チ
を
布
巾
で
拭
い
た
り
と

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
を
訊
ね
る
と
「
天
候
も

悪
か
っ
た
日
も
あ
っ
た
け
ど
、
３
年

間
通
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
小
国
駅
が
少
し
で
も
き
れ

い
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
大
石

く
ん
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
国
高
校
３
学
年
担
任
団
の
一
人
、

松
本
功
紀
先
生
は
彼
ら
の
活
動
に
対

し
「
毎
日
使
っ
た
駅
に
ち
ゃ
ん
と
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
の
は
大

切
な
こ
と
。
卒
業
後
も
お
世
話
に
な
っ

た
人
や
場
所
に
感
謝
で
き
る
大
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲冬休み中に清掃のために訪れました
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●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448
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㉛朝篠トンネル上空から望む飯豊連峰

　太陽がやっと顔をのぞかせた１月23日には、町内各地で屋根の雪下ろしなどの除雪作業が行わ
れていました。朝篠トンネル前から町内方面に目を向けると、松岡駅を出発したＪＲ米坂線の車両、
国道113号、そして雄大な飯豊連峰がくっきりと姿を現しています。年末からの降雪により、豪雪
となった今冬。ＪＲ米坂線や国道113号は冬の間、本町が孤立しないための重要な路線です。日々
の除雪作業により、我々の生活が守られていることに感謝しながら春を待ちたいものです。

広報おぐに　2022.2
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